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T
he term

 K
yoto-kanke-shizoku refers to the low

-level functionaries w
ho served in the Im

perial Court until 1869. T
hey becam

e 
unem

ployed and im
poverished as a result of the M

eiji Restoration. T
he organizations H

eian-gikai and K
yoto-O

hkitsu-zaidan w
ere founded to 

support them
. H

eian-gikai Siryo （
the H

istorical M
aterials of the H

eian-gikai） and O
hkitsu-zaidan Siryo （

the H
istorical M

aterials of the 
O

hkitsu-zaidan） are the m
aterials handed dow

n from
 generation to generation in these organizations. In 2016, these m

aterials w
ere donated 

to the K
yoto Institute, Library and A

rchives. T
his text w

as w
ritten to introduce them

 for being used in the study on the K
yoto-kanke-

shizoku.
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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
近
世
以
前
に
お
い
て
朝
廷
に
出
仕
し
て
い
た
官
家
士
族
に
つ
い
て
、

そ
の
近
代
以
降
の
動
向
の
解
明
に
資
す
る
た
め
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所

蔵
『
平
安
義
会
資
料
』『
旧
桜
橘
財
団
関
係
資
料
』
の
一
部
を
、
逐
次
翻
刻
・
紹
介

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る（
１
）。

そ
の
（
四
）
と
な
る
今
回
は
、
同
史
料
群
の
な

か
か
ら
、
と
く
に
平
安
義
会
へ
の
授
産
金
引
継
に
関
す
る
史
料
を
取
り
扱
う
。

　

平
安
義
会
と
は
、
官
家
士
族
の
救
済
等
を
目
的
と
す
る
団
体
で
、
明
治
二
十
四

年
（
一
八
九
一
）
五
月
の
設
立
と
さ
れ
て
い
る（
２
）。

官
家
士
族
の
子
弟
を
教
育
す
る

目
的
で
設
立
さ
れ
た
平
安
義
校
の
廃
止
が
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
決

定
す
る
と
、
平
安
義
会
は
官
家
士
族
の
子
弟
に
対
し
て
奨
学
事
業
を
展
開
す
る
団

体
と
し
て
の
性
格
を
確
立
し
て
い
く
。
以
上
は
拙
稿
を
含
む
こ
れ
ま
で
の
研
究
に

お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（
３
）。

こ
の
う
ち
明
治
二
十
四
年
に
平
安
義
会
が
設
立

さ
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
小
林
丈
広
氏
が
簡
潔
に
紹
介
し
て
い
る
も
の
の（
４
）、

そ

の
詳
細
や
明
治
二
十
六
年
に
至
る
ま
で
の
平
安
義
会
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
不
明
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
平
安
義
会
の
社
団
法
人
化
お
よ
び
授
産
金
引
継
に
関
す
る

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
か
ら
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
の
史
料
を
綴

込
ん
で
簿
冊
と
し
た
、『
平
安
義
会
資
料
』
所
収
「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
二
」
の
一

部
を
翻
刻
・
紹
介
し
、
草
創
期
の
平
安
義
会
に
つ
い
て
あ
ら
た
な
情
報
を
提
供
し

た
い
。

一　
『
平
安
義
会
資
料
』
所
収
「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
二
」
の
構
成
と
解
題

　

ま
ず
は
、『
平
安
義
会
資
料
』
所
収
「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
二
」
の
冒
頭
に
記
載

さ
れ
た
目
録
を
引
用
す
る
。

　
　
　

社
団
法
人
設
立
ニ
関
ス
ル
書
類

　
　
　
　
　
　

目
録

　
　

壱　
　

定
期
総
会
及
臨
時
総
会
出
席
人
名

　
　

弐　
　

臨
時
総
会
議
事
録

　
　

参　
　

社
団
法
人
許
可
願

　
　

四　
　

社
団
法
人
進
達
願

　
　

五　
　

平
安
義
会
資
産
総
額

　
　

六　
　

平
安
義
会
定
款

　
　
　

授
産
金
ニ
関
ス
ル
書
類

　
　
　
　
　
　

目
録

　
　

壱　
　

授
産
金
引
継
書

　
　

弐　
　

同

　
　

参　
　

領
収
証

　

こ
れ
ら
に
綴
ら
れ
た
膨
大
な
書
類
の
な
か
か
ら
、
本
稿
で
は
、
後
半
の
「
授
産

金
ニ
関
ス
ル
書
類
」
を
取
り
扱
う
。「
授
産
金
ニ
関
ス
ル
書
類
」
は
、
明
治
二
十
二

年
か
ら
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
の
も
の
で
、
こ
の
期
間
は
平
安
義
会
の
設

立
直
前
か
ら
草
創
期
に
該
当
す
る
。



―　　―3

　
「
壱　
　

授
産
金
引
継
書
」
に
は
、（
一
）「
拝
借
金
之
儀
ニ
付
願
」、（
二
）「
拝
借
金

利
引
返
納
之
儀
ニ
付
歎
願
」、（
三
）「
授
産
金
恩
貸
之
儀
ニ
付
歎
願
」、（
四
）「
京
都
住

旧
幕
士
族
名
簿
」、（
五
）「
記
（
金
弐
百
六
拾
八
円
八
拾
七
銭
請
取
状
）」
が
、「
弐　

同
」
に
は
、（
六
）「
授
産
金
引
継
書
」、（
七
）「
第
壱
号　

明
細
書
」、（
八
）「
第
弐
号　

明
細
書
」、（
九
）「
第
参
号　

計
算
書
」、（
十
）「
第
四
号　

計
算
書
」、（
十
一
）「
総
代

議
員
撰
挙
会
費
及
備
品
」
が
、「
参　
　

領
収
証
」
に
は
、（
十
二
）「
領
収
証
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、（
四
）（
五
）（
十
一
）
を
除
く
各
史
料

に
つ
い
て
、
そ
の
全
文
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、

原
則
と
し
て
旧
字
を
新
字
に
改
め
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
に
つ
い
て
の
解
題

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
一
）
の
「
拝
借
金
之
儀
ニ
付
願
」
は
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
十
二

月
二
日
に
、
京
都
旧
官
家
士
族
惣
代
十
三
名
と
京
都
住
旧
幕
士
族
惣
代
三
名
が
、

授
産
金
の
貸
与
を
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
に
願
い
出
た
書
類
で
、
同
年
十
二
月

二
十
一
日
付
で
二
千
円
の
貸
与
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
返
納
準
備
金

三
百
九
十
六
円
五
十
九
銭
二
厘
の
上
納
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
二
）
の
「
拝
借
金
利
引
返
納
之
儀
ニ
付
歎
願
」
は
、
京
都
旧
官
家
士
族
総
代

十
三
名
と
京
都
住
旧
幕
下
士
族
総
代
三
名
が
、
貸
与
さ
れ
た
二
千
円
の
授
産
金
の

利
引
返
納
を
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
に
願
い
出
た
書
類
で
、
貸
与
さ
れ
た
二
千
円

の
う
ち
九
十
七
円
四
銭
五
厘
の
下
付
が
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
三
月
三

日
付
で
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
上
納
す
べ
き
返
納
準
備
金
が
三
百
七
十
七
円

三
十
四
銭
八
厘
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
書
類
に
は
願
い
出
の
年

月
日
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、（
十
二
）
の
「
領
収
証
」
に
、「
仝
（
明
治
二
十
二
年
十
二
月
）

年
仝
月
二
十
五
日
、

拝
借
金
利
引
返
納
願
ニ
対
ス
ル
御
指
令
書
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
千
円
の
貸
与

が
認
め
ら
れ
た
直
後
の
明
治
二
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
に
、
あ
ら
た
め
て
こ
の

願
い
出
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
（
三
）
の
「
授
産
金
恩
貸
之
儀
ニ
付
歎
願
」
は
、明
治
二
十
二
年
十
月
十
四
日
に
、

京
都
旧
官
家
士
族
十
二
名
が
農
商
務
大
臣
井
上
馨
に
宛
て
た
授
産
金
貸
与
願
の
農

商
務
省
へ
の
進
達
を
、
願
人
総
代
の
畑
道
名
と
山
科
生
幹
が
京
都
府
知
事
北
垣
国

道
に
願
い
出
た
書
類
の
写
し
で
あ
る
。

　
（
四
）
の
「
京
都
住
旧
幕
士
族
名
簿
」
は
、
明
治
二
十
二
年
十
二
月
に
作
成
さ

れ
た
京
都
在
住
の
旧
幕
士
族
の
名
簿
で
、
三
百
四
十
二
名
が
旧
役
職
名
と
と
も
に

列
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
五
）
の
「
記
（
金
弐
百
六
拾
八
円
八
拾
七
銭
請
取
状
）」
は
、
二
千
円
の
授
産

金
の
う
ち
旧
幕
士
族
分
の
二
百
六
十
八
円
八
十
七
銭
の
受
け
取
り
に
つ
い
て
、
明

治
二
十
三
年
五
月
十
六
日
に
、
京
都
住
旧
幕
士
族
同
志
惣
代
の
戸
田
高
富
・
向
坂

興
譲
・
関
根
経
徳
が
、
京
都
住
旧
官
家
士
族
同
志
総
代
の
村
田
豊
春
以
下
十
二
名

に
宛
て
た
書
類
で
あ
る
。
な
お
、
表
題
に
は
「
記
」
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
が
、

便
宜
上
そ
の
内
容
に
よ
り
「
記
（
金
弐
百
六
拾
八
円
八
拾
七
銭
請
取
状
）」
と
い

う
史
料
名
を
付
け
た
。

　
（
六
）
の
「
授
産
金
引
継
書
」
は
、
二
千
円
の
授
産
金
の
う
ち
旧
官
家
士
族
分

の
現
在
高
千
二
百
七
十
七
円
十
一
銭
三
厘
の
引
き
継
ぎ
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
五

年
（
一
八
九
二
）
九
月
二
十
二
日
に
、
授
産
金
請
願
人
総
代
の
鈴
鹿
勝
近
が
、
旧

官
家
士
族
総
代
議
員
お
よ
び
平
安
義
会
幹
事
に
宛
て
た
書
類
で
あ
る
。

　
（
七
）
の
「
第
壱
号　

明
細
書
」
は
、
二
千
円
の
授
産
金
の
う
ち
旧
官
家
士
族

分
の
千
三
百
五
十
三
円
七
十
八
銭
二
厘
の
内
訳
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
五
年
九
月

二
十
二
日
に
、
授
産
金
請
願
人
総
代
の
鈴
鹿
勝
近
が
、
旧
官
家
士
族
総
代
議
員
お



―　　―4

よ
び
平
安
義
会
幹
事
に
宛
て
た
書
類
で
あ
る
。

　
（
八
）
の
「
第
弐
号　

明
細
書
」
は
、
二
千
円
の
授
産
金
に
対
す
る
利
子
等

百
四
十
九
円
二
十
六
銭
三
厘
の
内
訳
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
五
年
九
月
二
十
二
日

に
、
授
産
金
請
願
人
総
代
の
鈴
鹿
勝
近
が
、
旧
官
家
士
族
総
代
議
員
お
よ
び
平
安

義
会
幹
事
に
宛
て
た
書
類
で
あ
る
。

　
（
九
）
の
「
第
参
号　

計
算
書
」
は
、
授
産
金
請
願
費
五
十
五
円
二
十
九
銭
八

厘
（
二
千
円
の
授
産
金
よ
り
支
出
）
の
内
訳
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
五
年
九
月

二
十
二
日
に
、
授
産
金
請
願
人
総
代
の
鈴
鹿
勝
近
が
、
旧
官
家
士
族
総
代
議
員
お

よ
び
平
安
義
会
幹
事
に
宛
て
た
書
類
で
あ
る
。

　
（
十
）の「
第
四
号　

計
算
書
」は
、平
安
義
会
創
立
費
三
十
六
円
四
十
九
銭（
二
千

円
の
授
産
金
よ
り
支
出
）
の
内
訳
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
五
年
九
月
二
十
二
日
に
、

授
産
金
請
願
人
総
代
の
鈴
鹿
勝
近
が
、
旧
官
家
士
族
総
代
議
員
お
よ
び
平
安
義
会

幹
事
に
宛
て
た
書
類
で
あ
る
。

　
（
十
一
）
の
「
総
代
議
員
撰
挙
会
費
及
備
品
」
は
、明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

十
月
か
ら
十
二
月
の
三
か
月
間
に
要
し
た
総
代
議
員
選
挙
会
費
お
よ
び
備
品
費

（
平
安
義
会
唱
導
旧
官
家
士
族
総
会
費
）
百
三
十
四
円
十
四
銭
四
厘
（
二
千
円
の

授
産
金
よ
り
支
出
）
の
内
訳
に
つ
い
て
の
一
覧
表
で
、
常
設
員
の
佐
々
木
立
大
が

作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
佐
々
木
お
よ
び
常
設
員
の
山
科
生
幹
が
署
名
捺
印
し

て
い
る
。

　
（
十
二
）
の
「
領
収
証
」
は
、
二
千
円
の
授
産
金
に
関
す
る
諸
書
類
や
、
額
面

千
二
百
円
の
整
理
公
債
証
書
お
よ
び
現
金
八
十
九
円
五
十
三
銭
三
厘
の
受
け
取
り

に
つ
い
て
、
明
治
二
十
五
年
九
月
二
十
二
日
に
、
旧
官
家
士
族
総
代
議
員
お
よ
び

平
安
義
会
幹
事
が
、
授
産
金
請
願
人
に
宛
て
た
書
類
で
あ
る
。

二　

史
料
の
翻
刻

（
一
）「
拝
借
金
之
儀
ニ
付
願
」

　
　
　

拝
借
金
之
儀
ニ
付
願

私
共
同
族
中
ニ
ハ
、
種
々
産
業
相
立
兼
候
輩
モ
有
之
、
何
歟
相
応
之
事
ヲ
起
シ
、

永
遠
ノ
策
ヲ
謀
度
精
神
ニ
有
之
候
処
、
何
レ
モ
世
態
ニ
疎
ク
、
経
綸
モ
乏
シ
ク
、

為
ニ
曽
テ
恩
賜
ノ
公
債
証
書
モ
追
々
減
耗
シ
、
方
向
ヲ
失
ヒ
居
候
輩
モ
多
ク
有
之
、

此
上
荏
苒
経
過
候
時
ハ
、
如
何
ナ
ル
惨
境
ニ
陥
候
ヤ
モ
難
斗
、
深
ク
憂
慮
罷
在
候
、

就
而
ハ
起
業
授
産
ノ
目
論
見
ヲ
案
シ
候
者
モ
、
間
々
有
之
候
得
共
、
前
条
ノ
次
第

ニ
テ
、
到
底
自
力
ヲ
以
テ
事
業
ヲ
計
画
ス
ル
ノ
道
無
之
、
還
テ
起
業
ノ
念
ヲ
挫
キ
、

必
至
困
厄
ノ
場
合
ニ
相
成
候
ニ
付
、
今
日
ニ
シ
テ
前
途
ノ
目
的
ヲ
定
メ
、
相
当
ノ

事
業
ヲ
起
シ
、
以
テ
一
同
生
産
ノ
道
相
定
度
存
候
間
、
特
別
ヲ
以
テ
資
本
金
御
貸

下
被
成
下
度
、
然
ル
上
ハ
永
久
其
恩
沢
ニ
浴
シ
候
儀
ニ
有
之
候
間
、
何
卒
本
願
御

聞
許
被
成
下
度
、
此
段
只
管
奉
悃
願
候
也
、

　

明
治
廿
二
年
十
二
月
二
日

　
　
　
　
　

京
都
旧
官
家
士
族
惣
代

　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
上
京
区
鞍
馬
口
通
室
町
西
入
十
七
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
豊
春
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
丸
太
町
通
川
端
東
入
東
丸
太
町
廿
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
治
弘
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
御
車
通
清
和
院
口
上
ル
梶
井
町
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑　

道
名
（
印
）
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同
中
立
売
通
新
町
西
入
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
邨
知
興
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
二
条
通
新
町
東
入
大
恩
寺
町
三
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
科
生
幹
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
室
町
通
下
長
者
町
上
ル
清
和
院
町
十
九
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
祐
勝
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
寺
町
通
今
出
川
下
ル
百
拾
七
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
西
春
根
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
両
替
町
竹
屋
町
上
ル
拾
八
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荘
林
維
英
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
吉
田
町
百
拾
壱
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
鹿
義
鯨
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
吉
田
町
拾
九
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
鹿
勝
近
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
新
椹
木
町
竹
屋
町
上
ル
丁
四
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

潔
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
下
京
区
七
条
通
猪
熊
東
入
丁
三
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
間
真
人
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
三
拾
三
間
堂
廻
リ
町
十
七
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
間
頼
世
（
印
）

　
　
　
　
　

京
都
住
旧
幕
下
士
族
惣
代

　
　
　
　
　
　
　

葛
野
郡
朱
雀
野
村
拾
四
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田
高
富
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同　

同
村
五
拾
九
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
坂
興
譲
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

上
京
区
千
本
通
中
筋
上
ル
町
拾
七
番
戸
内
壱
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根
経
徳
（
印
）

京
都
府
知
事
北
垣
国
道
殿

第朱

四書

七
七
号

書
面
願
之
趣
、
左
ノ
通
心
得
ヘ
シ

一　

�

資
金
弐
千
円
無
利
子
ヲ
以
テ
貸
下
ヘ
ク
、
返
納
ノ
義
ハ
、
廿
二
年
度
限
返
納

ス
ヘ
シ

一　

返
納
準
備
金
ト
シ
テ
金
参
百
九
拾
六
円
五
拾
九
銭
弐
厘
一
時
上
納
ス
ヘ
シ

　

明
治
廿
二
年
十
二
月
廿
一
日

　
　
　
　
　

京
都
府
知
事
北
垣
国
道
（
印
）

（
二
）「
拝
借
金
利
引
返
納
之
儀
ニ
付
歎
願
」

　
　
　

拝
借
金
利
引
返
納
之
儀
ニ
付
歎
願

旧
官
家
社
寺
及
京
都
住
居
旧
幕
士
族
同
志
総
代
村
田
豊
春
外
拾
五
名
、
就
産
資
金

ト
シ
テ
金
弐
千
円
拝
借
仕
、
何
カ
相
応
之
事
業
ニ
従
事
可
致
計
画
ニ
候
処
、
元
来

実
業
ニ
経
験
乏
シ
キ
輩
ノ
ミ
ニ
付
、
一
朝
計
画
ヲ
過
マ
リ
、
拝
借
ノ
資
金
ヲ
シ
テ
、

空
シ
ク
損
失
ニ
帰
セ
シ
ム
ル
カ
如
キ
事
、
有
之
候
テ
ハ
、
恩
借
之
御
主
旨
ニ
モ
相

戻
リ
候
次
第
ニ
付
、
別
ニ
殖
利
ノ
方
法
相
設
ケ
度
、
然
ル
ニ
起
業
ノ
為
メ
拝
借
相
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願
候
次
第
ニ
付
、
起
業
着
手
無
之
上
ハ
、
速
ニ
資
金
返
納
可
致
ハ
当
然
之
処
、
何

分
拝
借
之
現
金
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
、
迚
モ
直
チ
ニ
起
業
着
手
ノ
資
ニ
乏
シ
ク
候
ニ
付
、

先
ツ
当
分
ハ
兎
モ
角
モ
発
起
総
代
人
ニ
於
テ
、
前
陳
利
殖
ノ
方
法
相
設
ケ
、
且
ツ

之
ニ
依
テ
、
将
来
産
業
ノ
目
途
相
立
ツ
ヘ
キ
基
礎
、
相
立
申
度
存
候
ニ
付
、
目
下

ノ
処
ニ
テ
ハ
、
一
時
返
納
ノ
場
合
ニ
、
難
立
至
事
情
ニ
付
、
何
卒
此
辺
御
洞
察
ノ

上
、
此
際
五
十
ケ
年
賦
利
引
上
納
ノ
儀
、
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
、
御
聴
届
被
成

下
度
、
此
段
只
管
奉
歎
願
候
也
、

　
　
　
　
　

京
都
旧
官
家
士
族
総
代

　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
上
京
区
鞍
馬
口
通
室
町
西
江
入
十
七
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
豊
春
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
丸
太
町
通
川
端
東
江
入
東
丸
太
町
廿
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
治
弘
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
御
車
通
清
和
院
口
上
ル
梶
井
町
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑　

道
名
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
中
立
売
通
新
町
西
江
入
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
邨
知
興
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
二
条
通
新
町
東
江
入
大
恩
寺
町
三
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
科
生
幹
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
室
町
通
下
長
者
町
上
ル
清
和
院
町
十
九
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
祐
勝
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
寺
町
通
今
出
川
下
ル
百
拾
七
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
西
春
根
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
両
替
町
竹
屋
町
上
ル
拾
八
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荘
林
維
英
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
吉
田
町
百
拾
壱
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
鹿
義
鯨
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
吉
田
町
拾
九
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
鹿
勝
近
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
新
椹
木
町
竹
屋
町
上
ル
四
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

潔
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
下
京
区
七
条
通
猪
熊
東
江
入
三
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
間
真
人
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同
三
拾
三
間
堂
廻
リ
町
十
七
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
間
頼
世
（
印
）

　
　
　
　
　

京
都
住
旧
幕
下
士
族
総
代

　
　
　
　
　
　
　

葛
野
郡
朱
雀
野
村
拾
四
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田
高
富
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

同　

同
村
五
拾
九
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
坂
興
譲
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

上
京
区
千
本
通
中
筋
上
ル
町
拾
七
番
戸
内
壱
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根
経
徳
（
印
）

京
都
府
知
事
北
垣
国
道
殿

第朱

七書

八
号

書
面
願
之
趣
、
聞
届
候
條
、
左
ノ
通
心
得
ヘ
シ
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一　
�

五
十
ヶ
年
賦
壱
割
利
引
ノ
計
算
ニ
ヨ
リ
、
金
参
百
七
拾
七
円
参
拾
四
銭
八
厘

ハ
、
返
納
準
備
金
ヲ
以
テ
即
納
ス
ヘ
シ

一　

�
資
金
拝
借
願
ニ
対
シ
、
曩
ニ
及
指
令
置
候
返
納
準
備
金
額
ハ
、
更
ニ
前
項
ノ

通
訂
正
ス

一　

�

貸
下
ケ
資
金
ノ
内
、
金
九
拾
七
円
四
銭
五
厘
ハ
、
特
別
ノ
詮
議
ヲ
以
テ
下
付

ス

一　

就
産
資
金
ハ
、
自
后
一
般
士
族
ノ
共
有
ト
シ
、
殖
利
方
法
相
設
ケ
届
出
ヘ
シ

　

明
治
廿
三
年
三
月
三
日

　
　
　
　
　

京
都
府
知
事
北
垣
国
道
（
印
）

（
三
）「
授
産
金
恩
貸
之
儀
ニ
付
歎
願
」

別
紙
願
書
、
農
商
務
省
江
差
出
度
候
間
、
御
進
達
被
成
下
度
、
宜
敷
奉
願
候
也
、

　
　

明
治
廿
二
年
十
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
上
京
区
御
車
道
道（
衍
）清
和
院
口
上
ル
梶
井
町
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
人
総
代　

畑　

道
名

　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
上
京
区
二
条
通
新
町
東
江
入
大
恩
寺
前
町
三
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝
上　
　
　

山
科
生
幹

　
　

京
都
府
知
事
北
垣
国
道
殿

　
　
　

授
産
金
恩
貸
之
儀
ニ
付
歎
願

自
分
等
旧
官
家
士
族
ト
称
ス
ル
者
ハ
、
維
新
前
曽
テ
親
シ
ク
闕
下
ニ
奉
事
セ
シ
者
、

及
ヒ
旧
宮
門
跡
并
ニ
旧
堂
上
方
ニ
三
代
以
上
勤
続
シ
タ
ル
者
、
其
他
旧
神
官
ト
称

セ
シ
輩
ヨ
リ
成
レ
ル
所
ノ
集
合
ニ
シ
テ
、
明
治
ノ
初
年
改
メ
テ
一
様
ノ
京
都
府
士

族
ニ
列
セ
ラ
レ
、
尓
来
多
少
ノ
家
禄
ニ
頼
リ
テ
、
細
々
其
生
計
ヲ
営
ミ
、
中
ニ
ハ

其
禄
ヲ
奉
還
シ
、
其
奉
還
金
ヲ
以
テ
、
思
ヒ
々
々
ノ
事
業
ヲ
起
シ
、
又
ハ
中
頃
金

禄
公
債
券
ニ
改
メ
ラ
レ
シ
後
、
其
公
債
券
ヲ
沽
却
、
若
シ
ク
ハ
抵
当
ト
シ
、
其
金

ヲ
以
テ
商
店
ヲ
開
キ
抔
シ
テ
、
各
自
将
ニ
永
世
ノ
謀
図
ヲ
成
サ
ン
ト
セ
シ
モ
、
何

分
ニ
モ
従
来
未
タ
嘗
テ
手
馴
レ
サ
ル
所
ノ
事
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
十
ノ
八
九
ハ
為
メ
ニ

其
資
金
ヲ
亡
失
シ
、
甚
シ
キ
ハ
失
敗
ノ
余
、
父
子
相
見
ス
、
兄
弟
離
散
ノ
惨
状
ニ

陥
リ
、
終
ニ
ハ
殆
ン
ト
飢
餓
ニ
迫
レ
ル
者
モ
、
往
々
之
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
、
縦
令
ヒ

斯
ク
マ
テ
ニ
ハ
至
ラ
サ
ル
モ
、
其
公
債
利
金
ニ
頼
リ
テ
、
終
ニ
一
家
ノ
口
ヲ
糊
シ
、

区
々
ト
シ
テ
目
下
ノ
活
路
ヲ

ル
ニ
過
キ
サ
ル
ノ
姿
ニ
シ
テ
、
今
日
最
モ
重
ン
ス

ヘ
キ
子
弟
教
育
ノ
事
ノ
如
キ
終
ニ
之
ヲ
シ
テ
小
学
ニ
入
ラ
シ
ム
ル
ノ
外
、
還
タ
高

等
ノ
学
科
ヲ
修
メ
シ
ム
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
余
資
ア
ル
者
ハ
、
千
有
余
名
ノ
同
族
中
、

僅
々
指
ヲ
屈
ス
ル
ニ
過
キ
ス
、
況
ン
ヤ
若
シ
不
幸
ニ
シ
テ
、
一
朝
疾
病
或
ハ
不
慮

ノ
異
変
ア
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
、
忽
チ
薬
餌
其
他
ノ
費
途
ヲ
支
フ
ル
ニ
由
ナ
ク
、
徒
ニ

手
ヲ
束
ネ
テ
病
者
ノ
死
ヲ
俟
チ
、
又
他
ノ
災
厄
ヲ
モ
避
ケ
能
フ
可
ラ
サ
ル
ノ
状
態

ナ
ル
ハ
、
要
ス
ル
ニ
素
ト
同
族
各
自
カ
短
才
無
能
ノ
因
テ
致
ス
所
ニ
シ
テ
、
亦
奈

何
ト
モ
ス
可
ラ
サ
ル
ノ
次
第
ナ
リ
ト
ハ
申
シ
ナ
カ
ラ
顧
フ
ニ
、
若
シ
我
々
同
族
ヲ

シ
テ
、
茲
ニ
若
干
ノ
資
金
ヲ
共
有
シ
、
衆
智
衆
力
相
投
シ
テ
、
以
テ
何
マ
レ
経
営

ス
ル
所
ア
ラ
シ
メ
ン
ニ
ハ
、
如
何
ニ
暗
昧
為
ス
ニ
足
ラ
サ
ル
者
共
ト
ハ
云
ヘ
、
聊

カ
各
自
ノ
産
業
ヲ
立
テ
得
ル
ニ
至
ル
ハ
、
益
シ
疑
フ
ヘ
ク
モ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
ト
相

信
シ
申
候
、
何
ト
ナ
レ
ハ
、
各
自
既
ニ
再
三
再
四
ノ
失
敗
ニ
懲
リ
、
又
且
ツ
数
回

ノ
辛
酸
ヲ
経
歴
シ
タ
ル
今
日
ナ
レ
ハ
、
尚
此
上
迂
闊
ノ
処
置
ハ
ナ
ス
マ
ジ
ク
、
将
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又
孤
立
独
行
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
、
共
同
戮
力
相
助
ケ
、
相
補
ヒ
、
以
テ
倶
ニ
其
成
ヲ

期
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
因
レ
ハ
ナ
リ
、
近
頃
道
路
説
ク
所
ニ
拠
レ
ハ
、
御
省
ニ
テ
ハ
、

今
度
各
地
士
族
中
ノ
従
前
既
ニ
授
産
資
金
ヲ
拝
借
シ
居
レ
ル
者
ニ
対
ス
ル
ノ
御
処

分
ト
共
ニ
、
其
未
ダ
嘗
テ
拝
借
シ
居
ラ
サ
ル
分
ノ
士
族
ニ
対
シ
、
夫
々
応
分
ノ
授

産
資
貸
与
ノ
方
法
ヲ
モ
施
行
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ
ノ
趣
、
此
ノ
巷
説
ノ
真
偽
ハ
、
自
分
等

同
族
ノ
固
ヨ
リ
与
リ
知
ル
ヘ
キ
所
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
、
若
シ
果

シ
テ
万
一
斯
ノ
如
キ
御
内
儀
ア
ラ
ン
ニ
ハ
、
万
全
無
限
ノ
幸
栄
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
、

縦
令
ヒ
此
ノ
巷
説
ヲ
シ
テ
、架
空
取
ル
ニ
足
ラ
サ
ル
ノ
風
説
ナ
リ
ト
ス
ル
モ
、我
々

同
族
ガ
現
況
ハ
、
既
ニ
前
陳
ノ
如
ク
、
啻
ニ
憐
ム
ベ
ク
悼
ム
ベ
キ
ノ
状
態
ナ
ル
ノ

ミ
ナ
ラ
ズ
、
各
府
県
下
旧
藩
士
族
中
ニ
ハ
、
業
既
ニ
授
産
資
恩
貸
ノ
栄
ニ
与
リ
シ

者
、
多
分
有
之
候
趣
ナ
ル
ニ
モ
拘
ラ
ス
、
我
ガ
旧
官
家
士
族
ノ
如
キ
ハ
、
未
ダ
嘗

テ
右
恩
貸
ノ
儀
ヲ
請
願
セ
シ
事
モ
無
之
、
又
其
恩
貸
ノ
栄
ニ
与
リ
シ
コ
ト
モ
無
之
、

実
ニ
今
回
始
メ
テ
事
情
ヲ
陳
ベ
、
哀
訴
歎
願
致
候
儀
ニ
付
、
何
卒
前
陳
ノ
情
態
、

御
憐
察
被
成
下
、
応
分
ノ
授
産
資
御
貸
下
相
成
度
、
尤
モ
願
意
御
聞
届
ノ
上
ハ
、

将
来
衆
議
上
、
屹
度
見
込
ノ
立
ツ
ヘ
キ
事
業
ア
ル
ニ
遭
遇
ス
ル
迠
ノ
間
ハ
、
先
ツ

当
分
公
債
証
書
ト
ナ
シ
テ
、
相
当
保
管
ノ
方
法
ヲ
立
ツ
ル
カ
、
或
ハ
信
認
ス
ベ
キ

銀
行
等
ニ
預
込
ノ
利
陪
ノ
方
法
ヲ
設
ク
ル
カ
ノ
協
議
ヲ
定
メ
、
将
来
子
々
孫
々
ニ

至
ル
マ
テ
、
必
ズ
共
同
事
業
ノ
資
金
ト
相
成
候
様
致
度
、
其
方
法
ノ
如
キ
ハ
、
愈

御
詮
議
相
成
候
日
ヲ
俟
テ
、
何
分
具
伸
可
致
、
則
チ
同
族
多
衆
ニ
代
リ
、
敢
テ
此

段
奉
歎
願
候
也
、

　
　
　

明
治
廿
二
年
十
月
十
四
日

　
　
　
　
　

京
都
旧
官
家
士
族

　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
上
京
区
鞍
馬
口
通
室
町
西
江
入
十
七
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
豊
春

　
　
　
　
　
　
　

仝　

丸
太
町
通
川
端
東
江
入
東
丸
太
町
廿
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
崇
弘
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
治
弘

　
　
　
　
　
　
　

仝　

二
条
通
新
町
東
江
入
大
恩
寺
町
三
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
科
生
幹

　
　
　
　
　
　
　

仝　

寺
町
通
今
出
川
下
ル
百
十
七
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
西
春
根

　
　
　
　
　
　
　

仝　

新
椹
木
町
竹
屋
町
上
ル
西
革
堂
町
四
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

潔

　
　
　
　
　
　
　

仝　

吉
田
町
百
六
十
一
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
鹿
義
鯨

　
　
　
　
　
　
　

仝　

吉
田
町
十
九
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
鹿
勝
近

　
　
　
　
　
　
　

仝　

両
替
町
竹
屋
町
上
ル
拾
八
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荘
林
維
英

　
　
　
　
　
　
　

仝　

御
車
道
清
和
院
口
上
ル
梶
井
町
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑　

道
名

　
　
　
　
　
　
　

仝　

中
立
売
通
新
町
西
江
入
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
村
知
興

　
　
　
　
　
　
　

仝　

下
京
区
七
条
通
猪
熊
東
江
入
三
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
間
真
人

　
　
　
　
　
　
　

仝　

三
十
三
間
堂
廻
リ
十
七
番
戸



―　　―9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
間
頼
世

　

農
商
務
大
臣
伯
爵
井
上
馨
殿

（
四
）「
京
都
住
旧
幕
士
族
名
簿
」

　
　
　
（
省
略
）

（
五
）「
記
（
金
弐
百
六
拾
八
円
八
拾
七
銭
請
取
状
）」

　
　
　
（
省
略
）

（
六
）「
授
産
金
引
継
書
」

　
　
　
　
　

授
産
金
引
継
書

一　

金
壱
千
参
百
五
拾
参
円
七
拾
八
銭
弐
厘　
授　
　

産　
　

金

旧
官
家
士
族
ノ
分

　
　
　

別
紙
第
壱
号
明
細
書
ノ
通
リ

一　

金
壱
百
四
拾
九
円
弐
拾
六
銭
参
厘　
　
　

利
子
其
他

　
　
　

別
紙
第
弐
号
明
細
書
ノ
通
リ

　
　
　

計
金
壱
千
五
百
参
円
四
銭
五
厘

　
　
　
　
　

内

　

一　

金
五
拾
五
円
弐
拾
九
銭
八
厘　
　

授
産
金
請
願
費

　
　
　
　

別
紙
第
参
号
計
画
書
ノ
通
リ

　
　
　
　
　

外
ニ
領
収
証
拾
弐
通
添

　

一　

金
参
拾
六
円
四
拾
九
銭　
　
　
　
平
安
義
会
創
立
費
ノ
内

修
好
会
名
義
中
ノ
分

　
　
　
　

別
紙
第
四
号
計
画
書
ノ
通
リ

　
　
　
　
　

外
ニ
領
収
証
拾
八
通
并
領
収
簿
壱
冊
添

　

一　

金
壱
百
参
拾
四
円
拾
四
銭
四
厘　

総
代
議
員
撰
挙
会
費

　
　
　
　

別
紙
第
五
号
計
画
書
ノ
通
リ

　
　
　
　
　

外
ニ
領
収
証
五
拾
四
通
添

外
ニ
金

（
付
箋
）

五
円
七
拾
五
銭
六
厘

　
　
　

撰
挙
会
当
日
紛
失
、
当
時
捜
索
中
ノ
由

　
　
　

多
邨
氏
ヨ
リ
報
道
ア
リ

　
　
　

計
金
弐
百
弐
拾
五
円
九
拾
参
銭
弐
厘

右
収
支
計
算
差
引

一　

金
壱
千
弐
百
七
拾
七
円
拾
壱
銭
参
厘　

現
在
高

　
　
　
　
　

内

　
　

金
壱
千
百
八
拾
七
円
五
拾
八
銭　
　
整
理
公
債
証
書
額
面
壱
千

弐
百
円
也
、
買
入
ノ
代
価

　
　

金
八
拾
九
円
五
拾
参
銭
参
厘　
　
　

現
金

内
金

（
付
箋
）

五
円
七
拾
五
銭
六
厘

　
　
　

撰
挙
会
当
日
紛
失
、
当
時
捜
索
中
ノ
由

　
　
　

多
邨
氏
ヨ
リ
報
道
ア
リ
タ
ル
分
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右
之
通
及
御
引
渡
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

授
産
金
請
願
人
総
代

　
　
　

明
治
廿
五
年
九
月
廿
二
日　
　
　
　
　

鈴
鹿
勝
近
（
印
）

　
　

旧
官
家
士
族
総
代
議
員
御
中

　
　

平
安
義
会
幹
事　
　
　

御
中

（
七
）「
第
壱
号　

明
細
書
」

「
第朱

壱書

号
」
明
細
書

一　

金
壱
千
六
百
参
円
四
拾
銭
八
厘　
　
　

廿
三
年
二
月
廿
七
日
下
附
金

　
　
　

�

右
ハ
京
都
住
居
旧
官
家
及
社
寺
旧
幕
士
族
、
就
産
金
ト
シ
テ
貸
下
金
、
弐

千
円
ノ
五
十
ヶ
年
賦
利
引
上
納
準
備
金
、
参
百
九
拾
六
円
五
拾
九
銭
弐
厘

ヲ
引
去
リ
、
全
ク
下
附
サ
レ
タ
ル
金
高

一　

金
拾
九
円
弐
拾
四
銭
四
厘　
　
　
　
　

仝
年
三
月
十
九
日
下
附
金

　
　
　

�

右
ハ
前
項
ノ
準
備
金
参
百
九
拾
六
円
五
拾
九
銭
弐
厘
ヲ
、
更
ニ
金
参
百
七

拾
七
円
参
拾
四
銭
八
厘
ニ
訂
正
サ
レ
タ
ル
ニ
付
差
異
金

　
　

参
考　

廿
三
年
三
月
三
日
京
都
府
指
令
ニ
ヨ
リ
訂
正
高

　
　
　

一　

金
壱
千
九
百
弐
円
九
拾
五
銭
五
厘　
　
　

貸
下
ヶ
金

　
　
　

一　

金
九
拾
七
円
四
銭
五
厘　
　
　
　
　
　
　

改
正
ニ
付
下
附

　
　
　
　
　

内
金
参
百
七
拾
七
円
参
拾
四
銭
八
厘　
　
　

返
納
準
備
金

　

計
金
壱
千
六
百
弐
拾
弐
円
六
拾
五
銭
弐
厘

　
　
　
　
　

内

　
　

金
弐
百
六
拾
八
円
八
拾
七
銭　

廿
三
年
五
月
十
六
日
旧
幕
士
族
渡
シ
高

　
　
　

別
紙
領
収
書
六
号
ノ
通
リ

　

差
引

　
　

金
壱
千
参
百
五
拾
参
円
七
拾
八
銭
弐
厘　
授　
　

産　
　

金

旧
官
家
士
族
ノ
分

　

右
之
通
ニ
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

授
産
金
請
願
人
総
代

　
　
　

明
治
廿
五
年
九
月
廿
二
日　
　
　
　
　

鈴
鹿
勝
近
（
印
）

　
　

旧
官
家
士
族
総
代
議
員
御
中

　
　

平
安
義
会
幹
事　
　
　

御
中

（
八
）「
第
弐
号　

明
細
書
」

「
第朱

弐書

号
」
明
細
書

一　

金
拾
四
円　
　
　
　
　
　
　
　

廿
三
年
五
月
十
七
日
三
井
銀
行
ヨ
リ
請
求

一　

金
六
拾
七
円　
　
　
　
　
　
　

廿
四
年
五
月
十
九
日
仝
上

一　

金
参
拾
五
円　
　
　
　
　
　
　
仝
年
十
二
月
十
六
日
整
理
公
債
証
書
額
面

壱
千
四
百
円
也
ニ
対
ス
ル
半
季
ノ
利
子

一　

金
参
拾
円　
　
　
　
　
　
　
　
廿
五
年
六
月
十
六
日
整
理
公
債
証
書
額
面

壱
千
弐
百
円
也
ニ
対
ス
ル
仝
上

一　

金
弐
円
八
銭　
　
　
　
　
　
　
廿
四
年
十
二
月
整
理
公
債
証
書
額
面
弐
百
円
也

売
却
ノ
利
益

一　

金
壱
円
八
拾
参
銭
七
厘　
　
　

端
金
貯
金
預
ヶ
利
子

　

計
金
壱
百
四
拾
九
円
九
拾
壱
銭
七
厘

　
　
　
　
　

内

　
　

金
六
拾
五
銭
四
厘　
　
　
　
　
廿
三
年
五
月
十
七
日
旧
幕
士
族
ヘ
渡
シ　

　

別
紙
第
七
号
領
収
書
ノ
通
リ
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差
引

　
　

金
壱
百
四
拾
九
円
弐
拾
六
銭
参
厘

　

右
之
通
ニ
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

授
産
金
請
願
人
総
代

　
　
　

明
治
廿
五
年
九
月
廿
二
日　
　
　
　
　

鈴
鹿
勝
近
（
印
）

　
　

旧
官
家
士
族
総
代
議
員
御
中

　
　

平
安
義
会
幹
事　
　
　

御
中

（
九
）「
第
参
号　

計
算
書
」

「
第朱

参書

号
」
計
算
書

一　

金
五
拾
五
円
弐
拾
九
銭
八
厘　
　
　

授
産
金
請
願
費

　
　
　
　
　

内

　
　

金
拾
五
円　
　
　
　
　
　
　
　

東
上
費
補
助

　
　

金
八
円
六
拾
銭　
　
　
　
　
　

願
書
用
名
簿
謄
写
料

　
　

金
六
円
四
拾
九
銭　
　
　
　
　

筆
紙
墨
料

　
　

金
六
円
弐
拾
七
銭
参
厘　
　
　

広
告
料

　
　

金
弐
円
六
拾
九
銭　
　
　
　
　

通
信
及
郵
便
費

　
　

金
弐
拾
五
銭　
　
　
　
　
　
　

文
庫
壱
個
代

　
　

金
拾
九
銭
五
厘　
　
　
　
　
　

公
債
証
書
替
手
数
料

　
　

金
五
円
五
拾
銭　
　
　
　
　
　

人
夫
雇
及
人
力
車
賃

　
　

金
五
円　
　
　
　
　
　
　
　
　

席
料
及
茶
炭
代

　
　

金
五
円
参
拾
銭　
　
　
　
　
　

弁
当
代

　

右
之
通
ニ
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

授
産
金
請
願
人
総
代

　
　
　

明
治
廿
五
年
九
月
廿
二
日　
　
　
　
　

鈴
鹿
勝
近
（
印
）

　
　

旧
官
家
士
族
総
代
議
員
御
中

　
　

平
安
義
会
幹
事　
　
　

御
中

（
十
）「
第
四
号　

計
算
書
」

「
第朱

四書

号
」
計
算
書

一　

金
参
拾
六
円
四
拾
九
銭　
　
　
平
安
義
会
創
立
費
ノ
内

修
好
会
名
義
中
ノ
分　

　
　
　
　
　

内

　
　

金
壱
円
七
拾
八
銭　
　
　
　
　

通
信
及
郵
便

　
　

金
壱
円
四
拾
弐
銭　
　
　
　
　

人
夫
雇
賃

　
　

金
六
円
四
拾
参
銭
六
厘　
　
　

名
簿
謄
写
料

　
　

金
五
円
参
拾
九
銭
壱
厘　
　
　

筆
紙
墨
料

　
　

金
参
百
九
拾
銭　
　
　
　
　
　

印
刷
費

　
　

金
拾
弐
円
弐
拾
八
銭　
　
　
　
妙
経
寺
家
賃
其
他

集
会
所
席
料　
　

　
　

金
壱
円
拾
八
銭　
　
　
　
　
　

茶
炭
費

　
　

金
弐
円
四
拾
九
銭
七八

厘　
　
　

新
聞
紙
広
告
料

　
　

金
壱
円
六
拾
銭
五
厘　
　
　
　

書
類
入
箱
其
他
器
物

　

右
之
通
ニ
候
也

〻
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授
産
金
請
願
人
総
代

　
　
　

明
治
廿
五
年
九
月
廿
二
日　
　
　
　
　

鈴
鹿
勝
近
（
印
）

　
　

旧
官
家
士
族
総
代
議
員
御
中

　
　

平
安
義
会
幹
事　
　
　

御
中

（
十
一
）「
総
代
議
員
撰
挙
会
費
及
備
品
」

　
　
　
（
省
略
）

（
十
二
）「
領
収
証
」

　
　
　
　
　

領
収
証

一　

明
治
廿
二
年
十
二
月
二
日
、
授
産
金
拝
借
願
ニ

　
　

対
ス
ル
御
指
令
書　
　
　
　
　

壱
通

一　

仝
年
仝
月
二
十
五
日
、
拝
借
金
利
引
返
納

　
　

願
ニ
対
ス
ル
御
指
令
書　
　
　

壱
通

一　

仝
年
十
月
十
四
日
、
農
商
務
省
ヘ
授
産
金

　
　

恩
貸
ノ
儀
ニ
付
願
書
写　
　
　

壱
通

一　

旧
官
家
士
族
名
簿　
　
　
　
　

壱
冊

一　

旧
幕
士
族
名
簿　
　
　
　
　
　

壱
冊

一　

整
理
公
債
証
書
額
面　

壱
千
弐
百
円
也

一　

金
八
拾
九
円
五
拾
参
銭
参
厘　

現
金

一　

文
庫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
個

内（
付
箋
）金
五
円
七
拾
五
銭
六
厘

　

是
ハ
撰
挙
会
当
日
紛
失
、
当
時
捜
索

　

中
ノ
由
、
多
村
氏
ヨ
リ
報
道
ア
リ
タ
ル
分

右
者
曩
ニ
各
位
ニ
於
テ
、
同
族
ノ
為
政
府
ニ
向
ヒ
請
願
セ
ラ
レ
タ
ル
授
産
金
、
及

ヒ
利
子
金
也
、
而
シ
テ
該
金
額
ノ
内
、
弐
百
弐
拾
五
円
九
拾
参
銭
弐
厘
ヲ
支
払
ヒ

タ
ル
事
ヲ
、
本
会
ニ
於
テ
認
定
シ
タ
リ
、
依
テ
本
日
請
願
人
ヨ
リ
総
代
議
員
、
并

ニ
本
会
幹
事
江
引
継
ヲ
了
ス
、
則
領
収
証
如
斯
候
也

一（
付
箋
）

　

金
弐
百
弐
拾
五
円
九
拾
参
銭
弐
厘

　
　
　
　

内

　
　

金
五
拾
五
円
弐
拾
九
銭
八
厘　

授
産
金
請
願

　
　
　
　

但
領
収
証
拾
弐
通
添

　
　

金
参
拾
六
円
四
拾
九
銭　
　
　
修
好
会
名
義

中
ノ
分

　
　
　
　

但
領
収
証
拾
八
通
并
領
収
簿
壱
冊
添

　
　

金
百
参
拾
四
円
拾
四
銭
四
厘　

総
代
議
員
選
挙
会
費

　
　
　
　

但
領
収
証
五
拾
四
通
添

　

明
治
廿
五
年
九
月
廿
二
日

　
　
　
　
　

総
代
議
員
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服
部
保
親
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
武
俊
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

玉
木
正
興
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
鹿
正
静
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

八
田
益
満
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
宗
静
（
印
）

　
　
　
　
　

幹
事

　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
居
川
憲
昭
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

熊
沢
直
行
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
田
義
路
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
橋
元
柔
（
印
）

　

授
産
金
請
願
人

　
　
　
　
　
　

御
中

お
わ
り
に

　

本
稿
で
翻
刻
・
紹
介
し
た
史
料
か
ら
、
あ
ら
た
に
得
ら
れ
た
草
創
期
の
平
安
義

会
に
関
す
る
知
見
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
結
び
と
し
た
い
。

　
（
三
）
の
「
授
産
金
恩
貸
之
儀
ニ
付
歎
願
」
に
、「
御
省
ニ
テ
ハ
、
今
度
各
地
士

族
中
ノ
従
前
既
ニ
授
産
資
金
ヲ
拝
借
シ
居
レ
ル
者
ニ
対
ス
ル
ノ
御
処
分
ト
共
ニ
、

其
未
ダ
嘗
テ
拝
借
シ
居
ラ
サ
ル
分
ノ
士
族
ニ
対
シ
、
夫
々
応
分
ノ
授
産
資
貸
与
ノ

方
法
ヲ
モ
施
行
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ
ノ
趣
、
此
ノ
巷
説
ノ
真
偽
ハ
、
自
分
等
同
族
ノ
固
ヨ

リ
与
リ
知
ル
ヘ
キ
所
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
、
若
シ
果
シ
テ
万
一
斯

ノ
如
キ
御
内
儀
ア
ラ
ン
ニ
ハ
、
万
全
無
限
ノ
幸
栄
ナ
リ
」
と
あ
る
通
り
、
農
商
務

省
に
よ
る
授
産
金
貸
与
と
の
風
聞
を
耳
に
し
た
京
都
在
住
の
官
家
士
族
た
ち
は
、

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
十
月
十
四
日
に
、
農
商
務
大
臣
井
上
馨
宛
の
授
産

金
願
の
進
達
を
、
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
に
願
い
出
た
。
た
だ
し
、「
見
込
ノ
立
ツ

ヘ
キ
事
業
ア
ル
ニ
遭
遇
ス
ル
迠
ノ
間
ハ
、
先
ツ
当
分
公
債
証
書
ト
ナ
シ
テ
、
相
当

保
管
ノ
方
法
ヲ
立
ツ
ル
カ
、
或
ハ
信
認
ス
ベ
キ
銀
行
等
ニ
預
込
ノ
利
陪
ノ
方
法
ヲ

設
ク
ル
カ
ノ
協
議
ヲ
定
メ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
官
家
士
族
た
ち
に
と
っ
て
有
益
な

共
同
事
業
を
見
出
せ
な
い
状
況
で
の
歎
願
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
以
降
の
授
産
金
の
請
願
（
あ
る
い
は
承
認
）
な
ど
に
は
、（
一
）
や
（
二
）

の
通
り
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
自
身
が
対
応
し
て
お
り
、
官
家
士
族
た
ち
に
よ
る

（
三
）
の
歎
願
を
受
け
た
北
垣
が
、
実
際
に
こ
れ
を
農
商
務
省
へ
進
達
し
た
か
は

定
か
で
な
い
。
た
だ
し
、（
九
）
の
「
第
参
号　

計
算
書
」
に
は
、
授
産
金
請
願
費

の
費
目
の
一
つ
と
し
て
「
金
拾
五
円　

東
上
費
補
助
」
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
後

に
授
産
金
の
貸
与
が
承
認
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
農
商
務
省
が
関
与
し
て
い
た

可
能
性
は
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、（
三
）
で
は
「
旧
官
家
士
族
ト
称
ス
ル
者
ハ
、
維
新
前
曽
テ
親
シ
ク

闕
下
ニ
奉
事
セ
シ
者
、
及
ヒ
旧
宮
門
跡
并
ニ
旧
堂
上
方
ニ
三
代
以
上
勤
続
シ
タ
ル

者
、
其
他
旧
神
官
ト
称
セ
シ
輩
ヨ
リ
成
レ
ル
所
ノ
集
合
」
と
官
家
士
族
を
定
義
し

て
お
り
、
こ
の
う
ち
京
都
在
住
の
村
田
豊
春
・
堀
川
治
弘
・
山
科
生
幹
・
山
西
春

根
・
渡
邉
潔
・
鈴
鹿
義
鯨
・
鈴
鹿
勝
近
・
荘
林
維
英
・
畑
道
名
・
多
村
知
興
・
下

間
真
人
・
下
間
頼
世
の
十
二
名
が
、
農
商
務
大
臣
宛
の
授
産
金
請
願
書
に
名
を
連

ね
て
い
る
。
ま
た
、
北
垣
国
道
宛
の
進
達
願
で
は
、
彼
ら
の
中
で
も
畑
と
山
科
が

願
人
総
代
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
畑
と
山
科
に
つ
い
て
は
、
後
に
平
安
義
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会
第
二
代
会
長
と
な
る
尾
崎
三
良
の
日
記（
５
）の

明
治
二
十
二
年
か
ら
二
十
三
年
に
か

け
て
、
関
連
記
事
が
あ
る
の
で
紹
介
す
る
。

（
ⅰ
）
明
治
二
十
二
年
二
月
三
日
条

（
前
略
）
桜
井
ヲ
訪
、
平
安
義
校
基
金
ノ
事
ニ
付
相
談
会
ア
リ
、
伊
丹
、
小

西
等
同
席
、
京
都
士
中
三
名
ノ
者
恩
賜
金
ノ
事
ニ
付
質
問
ノ
書
面
来
ル
、
其

三
名
ハ
左
ニ
、

　
　

京
都
上
京
区
第
三
十
三
組
法
林
寺
前
町
六
番
戸　
　

山
科
生
幹

　
　
　
　

〃　
　

第
八
組
横
神
明
町
十
五
番
戸　
　
　
　

佐
々
木
立
大

　
　
　
　

〃　
　

第
十
二
組
梶
井
町
六
番
戸　
　
　
　
　

畑
道
名

右
返
書
ヲ
桜
井
ヘ
依
托
ス
、（
後
略
）

（
ⅱ
）
明
治
二
十
二
年
四
月
四
日
条

（
前
略
）
伊
丹
重
賢
ヨ
リ
書
面
来
ル
、
京
都
山
科
某
外
二
名
ヨ
リ
ノ
書
面
弐

通
ヲ
封
入
ス
、
其
書
面
ハ
平
安
校
基
金
ニ
付
不
平
ノ
意
見
書
ナ
リ
、
其
論
粗

暴
鄙
俚
ニ
シ
テ
取
ル
ニ
足
ラ
ズ
、（
後
略
）

（
ⅲ
）
明
治
二
十
二
年
四
月
三
十
日
条

（
前
略
）
夕
刻
ニ
至
リ
桜
井
来
ル
、
山
科
正
（
マ
マ
）幹

書
面
ノ
事
ニ
付
談
ア
リ
、
先

ヅ
返
書
セ
ザ
ル
事
ニ
決
ス
、
夫
ヨ
リ
京
都
旧
官
家
士
族
ヘ
恩
賜
三
万
円
並
ニ

年
々
下
賜
セ
ラ
ル
ヽ
所
ノ
教
育
費
ヲ
モ
悉
皆
京
都
府
知
事
ニ
委
任
ス
ル
事
ニ

決
ス
、（
後
略
）

（
ⅳ
）
明
治
二
十
二
年
六
月
十
八
日
条

（
前
略
）
午
後
四
時
星
ヶ
岡
茶
寮
ニ
至
ル
、
但
シ
本
日
兼
テ
ノ
約
束
ニ
依
リ

北（
国
道
）垣
京
都
府
知
事
ヲ
招
キ
、
三（
実
美
）

条
公
、
五（
安
仲
）辻
、
伊
丹
、
桜
井
等
参
会
、
京
都

官
家
士
族
ヘ
ノ
恩
賜
金
並
ニ
子
弟
教
育
ノ
事
ヲ
委
托
ス
ル
ノ
相
談
会
ナ
リ
、

北
垣
ハ
猶
帰
京
ノ
上
篤
ト
取
調
ノ
上
、
見
込
ヲ
立
、
将
来
ノ
相
談
ス
ベ
キ
旨

ヲ
答
ヘ
テ
帰
ル
、
夜
九
時
過
一
同
退
散
、（
後
略
）

（
ⅴ
）
明
治
二
十
三
年
五
月
十
七
日
条

（
前
略
）
午
前
十
時
星
ヶ
岡
茶
寮
ニ
至
ル
、
兼
約
ニ
依
リ
会
ス
ル
者
、
三
条
公
、

柳（
前
光
）

原
伯
、
土（
久
元
）

方
子
、
五
辻
子
、
伊
丹
、
桜
井
、
北
垣
及
予
等
ナ
リ
、
其
用
談

ハ
平
安
義
校
ノ
事
ナ
リ
、
右
平
安
義
校
ハ
宮
内
省
ヨ
リ
年
々
賜
フ
所
ノ
恩
賜

金
年
弐
千
四
百
円
ニ
テ
維
持
シ
、
並
ニ
過
般
賜
フ
所
ノ
授
産
金
三
万
円
ヲ
基

金
ト
シ
テ
其
利
子
ヲ
積
置
、
後
年
恩
賜
弐
千
四
百
円
期
限
満
ル
時
（
明
治

二
十
六
年
）、
後
ニ
至
リ
其
基
金
積
金
ノ
利
子
ヲ
以
テ
継
続
ス
ル
事
ニ
決
定

シ
ア
ル
処
、
近
頃
京
都
旧
官
家
士
族
ノ
内
多
村
知
興
、
山
科
正
（
マ
マ
）幹
、
畑
道

名
ノ
類
屢
々
条
公
其
他
ヘ
建
言
シ
、
其
金
員
ハ
京
都
士
族
ノ
共
有
物
ナ
ル
ヲ

以
テ
、
其
者
等
一
統
ヘ
協
議
ノ
上
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
如
何
ト
モ
ス
ル
事
能
ハ
ザ

ル
モ
ノ
ナ
リ
云
々
ト
テ
、
頻
リ
ニ
其
金
員
管
理
ノ
事
ニ
容
喙
シ
テ
已
マ
ズ
、

其
結
局
ノ
目
的
ヲ
推
窮
ス
レ
バ
、
自
分
等
ガ
協
議
員
ト
為
リ
、
金
員
使
用
ノ

事
ニ
関
係
シ
タ
キ
精
神
ナ
リ
、
然
レ
ド
モ
前
文
記
載
ス
ル
ガ
如
ク
、
此
金
員

ハ
宮
内
省
ノ
恩
賜
金
ニ
相
違
ア
ラ
ザ
ル
モ
、
其
管
理
、
使
用
等
ハ
一
切
宮
内

大
臣
ヨ
リ
我
等
三
人
、
伊
、
桜
、
予
ニ
付
託
セ
ラ
レ
、
且
其
監
督
ヲ
三
条
公
、

五
辻
子
ニ
委
任
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
決
シ
テ
他
ニ
使
用
ス
ベ
カ
ラ
ザ
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ル
ハ
勿
論
、
決
シ
テ
士
族
ノ
共
有
物
ニ
ア
ラ
ザ
ル
事
ハ
明
白
ナ
リ
、
此
性
質

論
ニ
付
テ
ハ
能
ク
決
定
シ
置
カ
ザ
レ
バ
、
後
日
又
紛
紜
ヲ
生
ジ
テ
ハ
然
ル
ベ

カ
ラ
ズ
、
依
テ
今
宮
内
大
臣
、
北
垣
知
事
、
三
条
公
、
柳
原
伯
、
五
辻
子
等

列
席
ニ
テ
此
事
ヲ
決
ス
、
平
安
校
ヲ
北
垣
京
都
府
知
事
ヘ
嘱
托
ス
ル
事
ニ
付
、

昨
年
来
依
頼
状
ヲ
遣
ハ
シ
タ
ル
ニ
、
今
日
弥
々
其
決
答
ヲ
申
出
タ
リ
、
其
答

ニ
ハ
、
拙
者
引
受
ク
ル
以
上
ハ
一
個
人
ニ
ア
ラ
ズ
、
京
都
府
知
事
ノ
資
格
ヲ

以
テ
セ
ザ
レ
バ
其
効
薄
シ
、
所
以
何
ト
ナ
レ
バ
一
個
人
ノ
北
垣
ハ
何
時
京
都

ヲ
離
ル
ヽ
モ
計
リ
ガ
タ
シ
、
知
事
ノ
代
ル
度
ニ
動
揺
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
此

レ
甚
安
全
ノ
道
ニ
ア
ラ
ズ
、
然
レ
バ
知
事
ニ
対
シ
公
然
タ
ル
書
面
ヲ
差
出
ス

事
ニ
シ
タ
シ
、
然
ル
ト
キ
ハ
明
治
十
九
年
勅
令
第
十
四
号
諸
学
校
通
則
ニ
依

リ
府
立
普
通
中
学
校
ニ
准
ジ
総
テ
取
扱
ヲ
為
ス
ベ
シ
、
然
ル
ト
キ
ハ
此
所
一

時
建
築
其
他
備
付
品
ノ
入
費
ト
シ
テ
金
五
千
六
百
円
ヲ
出
シ
、
且
年
々
維
持

費
ト
シ
テ
五
千
円
ヲ
寄
付
ス
ル
事
ヲ
我
々
発
起
人
ニ
於
テ
担
任
セ
ザ
ル
ベ
カ

ラ
ズ
云
々
、
条
公
始
此
出
金
ハ
到
底
見
込
無
之
、
北
垣
ハ
是
レ
ナ
ケ
レ
バ
引

受
ガ
タ
シ
ト
ノ
事
ニ
テ
議
纒
ラ
ズ
、
北
垣
ハ
病
気
ノ
故
ヲ
以
テ
午
十
二
時
退

出
ス
、
予
等
後
ニ
居
残
リ
協
議
シ
、
先
ヅ
従
前
ノ
通
据
ヘ
置
キ
、
当
分
中（
武
俊
）川

ニ
委
任
ス
ル
事
ニ
決
シ
、
退
散
ス
、
時
ニ
午
后
二
時
三
十
分
ナ
リ
、（
後
略
）

　

こ
れ
ら
の
う
ち
（
ⅰ
）
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
二
年
十
月
に
北
垣
国
道
宛
の
進

達
願
で
願
人
総
代
を
称
し
た
山
科
生
幹
・
畑
道
名
（
お
よ
び
佐
々
木
立
大
）
が
、

こ
れ
に
先
立
つ
同
年
二
月
の
段
階
で
、
東
京
在
住
の
伊
丹
重
賢
・
尾
崎
三
良
・
桜

井
能
監（
６
）ら

の
も
と
に
、
恩
賜
金
に
関
す
る
質
問
状
を
届
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
す

る
。
こ
の
恩
賜
金
と
は
、
官
家
士
族
救
済
の
た
め
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に

恩
貸
さ
れ
た
三
万
円
な
ど
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
基
金
で
京
都
在
住
官
家
士
族
子

弟
の
た
め
の
平
安
義
校
が
運
営
さ
れ
て
お
り
、
伊
丹
・
尾
崎
・
桜
井
ら
が
恩
賜
金

の
管
理
等
を
任
さ
れ
て
い
た（
７
）。

　
（
ⅱ
）（
ⅲ
）
で
は
、平
安
義
校
基
金
と
さ
れ
て
い
た
恩
賜
金
の
使
途
等
に
つ
い
て
、

山
科
生
幹
ら
が
不
満
を
抱
い
て
い
た
こ
と
、
尾
崎
三
良
ら
は
彼
ら
の
意
見
を
「
粗

暴
鄙
俚
」
と
し
て
取
り
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
な
か

で
尾
崎
ら
が
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
に
対
し
て
、
恩
賜
金
や
平
安
義
校
の
管
理
等

を
委
託
し
た
い
と
相
談
し
て
い
た
こ
と
が
、（
ⅲ
）（
ⅳ
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

（
ⅴ
）
の
通
り
、
翌
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
五
月
、
北
垣
が
事
実
上
こ
れ

を
断
っ
た
た
め
、
当
面
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
京
都
府
の
官
吏
で
同
校
理
事
の

一
人
で
あ
っ
た
中
川
武
俊
に
、
平
安
義
校
の
管
理
等
を
委
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、（
ⅴ
）
に
は
「
近
頃
京
都
旧
官
家
士
族
ノ
内
多
村
知
興
、
山
科
正
（
マ
マ
）幹
、

畑
道
名
ノ
類
屢
々
条
公
其
他
ヘ
建
言
シ
、
其
金
員
ハ
京
都
士
族
ノ
共
有
物
ナ
ル
ヲ

以
テ
、
其
者
等
一
統
ヘ
協
議
ノ
上
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
如
何
ト
モ
ス
ル
事
能
ハ
ザ
ル
モ

ノ
ナ
リ
云
々
ト
テ
、
頻
リ
ニ
其
金
員
管
理
ノ
事
ニ
容
喙
シ
テ
已
マ
ズ
、
其
結
局
ノ

目
的
ヲ
推
窮
ス
レ
バ
、
自
分
等
ガ
協
議
員
ト
為
リ
、
金
員
使
用
ノ
事
ニ
関
係
シ
タ

キ
精
神
ナ
リ
」
と
あ
り
、
山
科
生
幹
・
畑
道
名
に
加
え
て
、
平
安
義
校
創
立
委
員

の
一
人
で
明
治
二
十
二
年
の
授
産
金
請
願
書
に
も
名
を
連
ね
て
い
た
多
村
知
興
ら

が
、
三
万
円
の
恩
賜
金
を
は
じ
め
と
す
る
平
安
義
校
の
基
金
に
つ
い
て
、
京
都
在

住
の
官
家
士
族
に
も
こ
れ
に
口
出
し
す
る
権
利
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
京
都
在
住
の
官
家
士
族
に
よ
る
明
治
二
十
二
年
の
授
産
金
請

願
は
、
恩
賜
金
の
使
途
等
に
対
す
る
不
満
を
背
景
に
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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官
家
士
族
た
ち
の
み
に
よ
る
農
商
務
大
臣
宛
の
請
願
で
あ
っ
た
（
三
）
に
対
し
て
、

約
二
か
月
後
の
明
治
二
十
二
年
十
二
月
二
日
に
な
さ
れ
た
（
一
）
の
「
拝
借
金
之

儀
ニ
付
願
」
で
は
、
小
林
祐
勝
を
加
え
た
十
三
名
の
京
都
旧
官
家
士
族
惣
代
と
、

三
名
の
京
都
住
旧
幕
士
族
惣
代
の
連
名
で
、
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
に
授
産
金
の

貸
与
を
願
い
出
て
い
る
。
旧
幕
士
族
と
の
連
名
に
方
針
を
変
更
し
た
理
由
は
明
確

で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
請
願
に
よ
り
北
垣
か
ら
は
同
年
十
二
月
二
十
一
日
付
で
、

三
百
九
十
六
円
五
十
九
銭
二
厘
の
返
納
準
備
金
の
上
納
を
条
件
に
、
二
千
円
の
授

産
金
の
貸
与
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、（
四
）
の
「
京
都
住
旧
幕
士
族
名
簿
」

は
、
こ
の
請
願
に
伴
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
授
産
金
と
し
て
二
千
円
の
貸
与
が
認
め
ら
れ
た
直
後
の
同
年
十
二
月

二
十
五
日
に
は
、（
二
）
の
「
拝
借
金
利
引
返
納
之
儀
ニ
付
歎
願
」
の
通
り
、（
一
）

と
同
じ
く
官
家
士
族
と
旧
幕
士
族
の
連
名
に
よ
り
利
引
返
納
を
請
願
し
、
明
治

二
十
三
年
三
月
三
日
付
で
、
九
十
七
円
四
銭
五
厘
の
下
付
と
返
納
準
備
金
の

三
百
七
十
七
円
三
十
四
銭
八
厘
へ
の
引
き
下
げ
が
、
北
垣
国
道
に
よ
っ
て
認
め
ら

れ
た
。
ま
た
、（
二
）
に
「
何
分
拝
借
之
現
金
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
、
迚
モ
直
チ
ニ
起
業
着

手
ノ
資
ニ
乏
シ
ク
候
ニ
付
、
先
ツ
当
分
ハ
兎
モ
角
モ
発
起
総
代
人
ニ
於
テ
、
前
陳

利
殖
ノ
方
法
相
設
ケ
、
且
ツ
之
ニ
依
テ
、
将
来
産
業
ノ
目
途
相
立
ツ
ヘ
キ
基
礎
、

相
立
申
度
存
候
」
と
あ
る
通
り
、（
三
）
の
農
商
務
大
臣
宛
の
請
願
と
同
様
に
、（
二
）

の
請
願
の
場
合
に
も
、
起
業
の
目
途
は
お
ろ
か
利
殖
の
方
法
さ
え
決
ま
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
（
七
）
の
「
第
壱
号　

明
細
書
」
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
三
年
二
月
七
日
に
、

二
千
円
の
授
産
金
か
ら
三
百
九
十
六
円
五
十
九
銭
二
厘
の
返
納
準
備
金
を
差
し
引

い
た
千
六
百
三
円
四
十
銭
八
厘
が
貸
下
げ
ら
れ
た
こ
と
、
同
年
三
月
三
日
に
返
納

準
備
金
が
三
百
七
十
七
円
三
十
四
銭
八
厘
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同

年
三
月
十
九
日
に
、
そ
の
差
額
と
し
て
十
九
円
二
十
四
銭
四
厘
が
貸
下
げ
ら
れ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
貸
下
げ
ら
れ
た
金
額
の
合
計
千
六
百
二
十
二
円

六
十
五
銭
二
厘
か
ら
、
同
年
五
月
十
六
日
に
、
旧
幕
士
族
へ
二
百
六
十
八
円

八
十
七
銭
が
引
き
渡
さ
れ
お
り
、
旧
官
家
士
族
分
の
授
産
金
は
千
三
百
五
十
三
円

七
十
八
銭
二
厘
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、（
五
）
の
「
記
（
金
弐
百
六
拾

八
円
八
拾
七
銭
請
取
状
）」
は
、
こ
の
と
き
に
引
き
渡
さ
れ
た
旧
幕
士
族
分
の
授

産
金
の
請
取
状
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
二
年
十
二
月
二
日
に
は
旧
官
家
士
族
と
旧

幕
士
族
が
連
名
で
授
産
金
を
請
願
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
く
も
明
治

二
十
三
年
五
月
十
六
日
に
は
授
産
金
を
分
割
し
、
そ
の
後
は
活
動
等
で
の
連
携
も

見
ら
れ
な
く
な
る
。

　
（
八
）
の
「
第
弐
号　

明
細
書
」
に
は
、
明
治
二
十
三
年
五
月
十
七
日
か
ら
明

治
二
十
五
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
利
子
等
に
よ
る
収
入
が
百
四
十
九
円
九
十
一
銭

七
厘
あ
り
、
こ
の
う
ち
六
十
五
銭
四
厘
は
旧
幕
士
族
分
と
し
て
明
治
二
十
三
年
五

月
十
七
日
に
引
き
渡
し
た
た
め
、
旧
官
家
士
族
分
と
し
て
の
収
入
は
百
四
十
九
円

二
十
六
銭
三
厘
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
旧
幕
士
族
へ
引
き

渡
し
た
六
十
五
銭
四
厘
に
つ
い
て
は
、（
五
）
の
「
記
（
金
弐
百
六
拾
八
円
八
拾
七

銭
請
取
状
）」
に
も
追
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
六
）
の
「
授
産
金
引
継
書
」
で
は
、
旧
官
家
士
族
分
の
授
産
金
は
、

千
三
百
五
十
三
円
七
十
八
銭
二
厘
に
利
子
等
の
収
入
百
四
十
九
円
二
十
六
銭
三
厘

を
加
え
た
合
計
千
五
百
三
円
四
銭
五
厘
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
授
産
金
請
願

費
五
十
五
円
二
十
九
銭
八
厘
、
平
安
義
会
創
立
費
三
十
六
円
四
十
九
銭
、
総
代
議

員
選
挙
会
費
百
三
十
四
円
十
四
銭
四
厘
の
合
計
二
百
二
十
五
円
九
十
三
銭
二
厘
が
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支
出
と
し
て
差
し
引
か
れ
、
明
治
二
十
五
年
に
お
け
る
授
産
金
の
現
在
高
は
、

千
二
百
七
十
七
円
十
一
銭
三
厘
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
う
ち
千
百
八
十
七
円

五
十
八
銭
は
額
面
千
二
百
円
の
整
理
公
債
証
書
と
し
て
、
残
る
八
十
九
円
五
十
三

銭
三
厘
は
現
金
で
保
有
し
て
い
た
と
あ
る
。

　
（
九
）
の
「
第
参
号　

計
算
書
」
に
は
、「
東
上
費
補
助
」「
願
書
用
名
簿
謄
写
料
」

な
ど
の
授
産
金
請
願
費
五
十
五
円
二
十
九
銭
八
厘
の
内
訳
が
、（
十
）
の
「
第
四
号

計
算
書
」
に
は
、「
通
信
及
郵
便
」「
人
夫
雇
賃
」
な
ど
の
平
安
義
会
創
立
費
三
十
六

円
四
十
九
銭
の
内
訳
が
、
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、（
十
）
の
三
十
六
円
四
十
九
銭
が
「
平
安
義
会
創
立
費
ノ
内
修
好
会
名
義
中
ノ

分
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
「
修
好
会
」
に
つ
い
て
は
、「
由
緒
沿

革
誌 

其
ノ
一
」
に
綴
ら
れ
た
「
平
安
義
会
沿
革
概
略（
８
）」
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る

の
で
、
ま
ず
は
そ
の
該
当
箇
所
を
以
下
に
引
用
す
る
。

同（
明
治
）廿

四
年
五
月
内
務
省
ノ
達
シ
ニ
基
ケ
ル
士
族
授
産
金
ノ
整
理
ニ
付
、
壱

千
有
余
円
ノ
下
付
ア
リ
、
右
ハ
当
地
在
住
ノ
士
族
（
旧
藩
士
族
ヲ
除
ク
）
即

チ
旧
官
家
士
族
、
社
寺
士
族
、
旧
幕
臣
士
族
等
ノ
収
受
ス
ベ
キ
者
ナ
ル
ヲ
以

テ
、
一
時
修
好
会
ト
名
ク
ル
団
体
ヲ
組
織
シ
、
受
領
ノ
后
、
旧
幕
士
族
ハ
之

レ
ヲ
分
与
シ
、
他
ハ
旧
官
家
士
族
名（
マ
マ
）儀

ノ
下
ニ
、
一
括
シ
テ
平
安
義
会
ト
改

称
セ
リ
、

　

こ
こ
に
記
載
の
「
壱
千
有
余
円
」
は
、
明
治
二
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
に
貸

与
が
認
め
ら
れ
た
二
千
円
の
う
ち
の
旧
官
家
士
族
分
を
指
す
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
五
月
に
、「
内
務
省
ノ
達

シ
ニ
基
ケ
ル
士
族
授
産
金
ノ
整
理
」
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
貸
与
で
あ
っ
た
旧
官

家
士
族
分
「
壱
千
有
余
円
」
の
授
産
金
が
、「
下
付
」
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
本
稿
の
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
考
え
る
に
、
明
治
二
十
三
年
二

月
七
日
に
返
納
準
備
金
を
差
し
引
い
た
約
千
六
百
円
の
授
産
金
が
貸
下
げ
ら
れ
る

と
、
授
産
金
の
請
願
を
行
っ
た
京
都
在
住
の
旧
官
家
士
族
惣
代
お
よ
び
旧
幕
士
族

惣
代
た
ち
は
、
一
時
的
に
「
修
好
会
」
と
称
す
る
団
体
を
組
織
し
て
い
た
が
、
同

年
五
月
十
六
日
に
旧
官
家
士
族
惣
代
が
旧
幕
士
族
惣
代
に
旧
幕
士
族
分
の
授
産
金

を
分
与
し
、
明
治
二
十
四
年
五
月
の
内
務
省
に
よ
る
士
族
授
産
金
整
理
に
伴
っ
て
、

旧
官
家
士
族
分
「
壱
千
有
余
円
」
の
授
産
金
が
下
付
さ
れ
た
の
を
機
に
、「
修
好
会
」

か
ら
「
平
安
義
会
」
へ
と
改
称
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
明
治

二
十
四
年
に
お
け
る
平
安
義
会
の
設
立
に
つ
い
て
は
、『
尾
崎
三
良
日
記
』
に
も
関

連
記
事
が
あ
る
の
で
紹
介
す
る
。

（
Ⅰ
）
明
治
二
十
四
年
六
月
五
日
条

（
前
略
）
西
京
辻（
重
義
）、
中
川
、
多
村
、
佐
々
木
、
山
科
、
荘
林
、
畑
、
熊
沢
外

二
名
連
署
ノ
書
状
来
ル
、
則
平
安
義
会
設
立
ノ
要
旨
等
ヲ
封
入
シ
其
賛
成
ヲ

乞
フ
ナ
リ
、
宮
内
省
ヘ
持
参
桜
井
ニ
渡
ス
、

（
Ⅱ
）
明
治
二
十
四
年
六
月
二
十
一
日
条

（
前
略
）
伊
丹
ヨ
リ
書
面
来
ル
、
京
都
中
川
以
下
九
名
へ
書
面
遣
ス
、
但
シ

過
日
平
安
義
会
発
起
人
ト
シ
テ
辻
重
義
、
中
川
武
俊
、
荘
林
、
熊
沢
、
佐
々

木
、
山
科
等
ヨ
リ
其
主
意
書
等
ヲ
添
ヘ
相
懇
親
ス
ル
旨
申
来
ル
ニ
付
、
賛
成

ノ
旨
返
書
ナ
リ
、
但
伊
丹
、
桜
井
及
予
ノ
三
名
連
名
ナ
リ
、
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（
Ⅲ
）
明
治
二
十
五
年
一
月
一
日
条

（
前
略
）
桜
井
能
監
ヨ
リ
書
面
来
ル
、
京
都
旧
官
家
士
族
同
志
者
惣
代
清
水

慶
可
、
若
江
文
雄
両
人
ノ
書
面
ヲ
封
入
ス
ル
ナ
リ
、
其
書
面
ノ
主
意
ハ
中
川

武
俊
外
十
九
名
発
起
人
ト
為
リ
旧
官
家
士
族
惣
代
選
挙
会
ヲ
開
キ
タ
ル
ニ
、

種
々
不
服
ノ
事
有
之
趣
申
来
ル
ナ
リ
、
其
書
面
ハ
直
ニ
多
田
好
問
ヘ
郵
送
ス
、

（
後
略
）

（
Ⅳ
）
明
治
二
十
五
年
一
月
十
五
日
条

（
前
略
）
西
京
旧
官
家
同
意
（
マ
マ
）者

総
代
清
水
慶
可
、
平
田
従
高
、
今
村
盛
敬
ヨ

リ
書
面
来
ル
、
其
主
意
ハ
旧
官
家
士
族
団
体
平
安
義
会
代
議
員
選
挙
ノ
事
ニ

付
不
服
ヲ
申
来
ル
也
、
則
之
ヲ
伊
丹
、
桜
井
等
ヘ
廻
送
ス
、
且
清
水
慶
可
等

三
人
ヘ
返
事
遣
ス
、（
後
略
）

　

こ
れ
ら
の
う
ち
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）
か
ら
は
、
明
治
二
十
四
年
六
月
五
日
に
、
京
都
在

住
の
中
川
武
俊
・
多
村
知
興
・
佐
々
木
立
大
・
山
科
生
幹
・
荘
林
維
英
・
畑
道
名

ら
十
名
の
連
名
に
よ
る
平
安
義
会
設
立
の
主
意
書
な
ど
が
、
東
京
の
尾
崎
三
良
ら

の
も
と
に
届
き
、
尾
崎
は
同
年
六
月
二
十
一
日
に
、
伊
丹
重
賢
・
桜
井
能
監
と
の

連
名
で
、
こ
れ
に
賛
成
す
る
旨
の
返
書
を
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
主
意

書
に
名
を
連
ね
た
官
家
士
族
た
ち
は
、「
平
安
義
会
発
起
人
」
を
称
し
て
お
り
、
彼

ら
の
う
ち
多
村
・
山
科
・
荘
林
・
畑
は
、
明
治
二
十
二
年
十
二
月
の
授
産
金
の
請

願
に
お
い
て
「
京
都
旧
官
家
士
族
惣
代
」
を
称
し
た
人
び
と
で
、
佐
々
木
は
、
同

年
二
月
に
山
科
や
畑
と
連
名
で
、
尾
崎
に
質
問
状
を
送
付
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
紹
介
し
た
通
り
、
後
世
の
編
纂
物
で
あ
る
『
平
安
義
会
事
歴　

全
』

で
は
、
平
安
義
会
の
設
立
が
明
治
二
十
四
年
五
月
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
は
い
る
も

の
の
、「
明
治
廿
四
年
五
月
平
安
義
会
ノ
組
織
成
リ
同
廿
六
年
七
月
ニ
至
リ
伊
丹
ハ

其
会
長
ニ
推
選
セ
ラ
レ
タ
リ
」
と
あ
る
の
み
で
、
設
立
の
経
緯
や
草
創
期
の
平
安

義
会
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
は
先
に
引

用
し
た
「
平
安
義
会
沿
革
概
略
」
や
（
Ⅰ
）
の
記
事
な
ど
の
同
時
代
史
料
に
よ
っ

て
、
平
安
義
会
の
設
立
が
明
治
二
十
四
年
五
月
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
く
実

証
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、本
稿
で
紹
介
し
た
「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
二
」

所
収
の
「
授
産
金
ニ
関
ス
ル
書
類
」
に
よ
っ
て
、
平
安
義
会
と
い
う
組
織
は
、
明

治
二
十
二
年
の
授
産
金
の
請
願
に
名
を
連
ね
、
そ
の
後
は
修
好
会
を
組
織
し
て
い

た
京
都
在
住
の
官
家
士
族
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、
彼
ら
が
手
に
し
た
授
産
金
の

一
部
を
「
平
安
義
会
創
立
費
」
と
し
て
支
出
し
、
明
治
二
十
四
年
五
月
に
設
立
さ

れ
た
団
体
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、（
Ⅲ
）（
Ⅳ
）
に
よ
る
と
、
平
安
義
会
が
設
立
さ
れ
た
翌
年
の
明
治

二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
一
月
に
、「
京
都
旧
官
家
士
族
同
志
者
惣
代
（
西
京
旧
官

家
同
意
者
総
代
）」
を
称
す
る
清
水
慶
可
・
若
江
文
雄
・
平
田
従
高
・
今
村
盛
敬

と
い
っ
た
人
び
と
が
、「
旧
官
家
士
族
惣
代
選
挙
会
（
旧
官
家
士
族
団
体
平
安
義
会

代
議
員
選
挙
）」
に
つ
い
て
の
不
服
を
訴
え
る
書
面
を
、
東
京
の
伊
丹
・
尾
崎
・

桜
井
の
も
と
に
届
け
て
い
る
。
こ
の
「
中
川
武
俊
外
十
九
名
」
を
「
発
起
人
」
と

す
る
「
旧
官
家
士
族
惣
代
選
挙
会
」
と
は
、（
十
一
）
の
「
総
代
議
員
撰
挙
会
費
及

備
品
」
に
記
載
が
あ
る
通
り
、「
自
明
治
二
十
四
年
十
月
、至
仝
十
二
月
三
ヶ
月
間
」

に
、「
平
安
義
会
唱
導
旧
官
家
士
族
総
会
費
」
と
し
て
、
授
産
金
か
ら
百
三
十
四
円

十
四
銭
四
厘
が
支
出
さ
れ
た
「
総
代
議
員
撰
挙
会
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

（
十
一
）
の
書
類
に
は
、「
常
設
員
」
と
し
て
佐
々
木
立
大
と
山
科
生
幹
の
署
名
捺
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印
が
あ
り
、
ま
た
、（
六
）
の
「
授
産
金
引
継
書
」
に
は
、「
金
五
円
七
拾
五
銭
六
厘

撰
挙
会
当
日
紛
失
、
当
時
捜
索
中
ノ
由
、
多（
多
村
）邨

氏
ヨ
リ
報
道
ア
リ
」
と
の
付
箋
が

貼
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
佐
々
木
・
山
科
・
多
村
知
興
と
い
っ
た
「
平
安
義
会
発

起
人
」
が
、
こ
の
旧
官
家
士
族
総
代
議
員
選
挙
の
管
理
・
運
営
を
担
当
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
（
十
二
）
の
「
領
収
証
」
は
、
明
治
二
十
五
年
九
月
二
十
二
日
に
、
旧
官
家
士

族
総
代
議
員
お
よ
び
平
安
義
会
幹
事
が
、（
六
）
の
「
授
産
金
引
継
書
」
に
記
載
の

授
産
金
お
よ
び
こ
れ
に
関
す
る
諸
書
類
を
、
授
産
金
請
願
人
か
ら
引
き
継
い
だ
際

の
領
収
証
で
あ
る
。
こ
の
（
十
二
）
で
は
、
旧
官
家
士
族
総
代
議
員
と
し
て
、
服

部
保
親
・
中
川
武
俊
・
玉
木
正
興
・
鈴
鹿
正
静
・
八
田
益
満
・
井
上
宗
静
が
、
平

安
義
会
幹
事
と
し
て
、
鳥
居
川
憲
昭
・
熊
沢
直
行
・
兼
田
義
路
・
岩
橋
元
柔
が
、

授
産
金
請
願
人
宛
の
領
収
証
に
署
名
捺
印
し
て
お
り
、
彼
ら
は
明
治
二
十
四
年
十

月
か
ら
十
二
月
の
期
間
に
実
施
さ
れ
た
旧
官
家
士
族
総
代
議
員
選
挙
会
に
お
い
て
、

選
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
授
産
金
請
願
人
と
は
、
多
村
知
興
・

山
科
生
幹
・
荘
林
維
英
・
畑
道
名
を
は
じ
め
と
す
る
明
治
二
十
二
年
十
二
月
の
授

産
金
の
請
願
に
名
を
連
ね
た
十
三
名
の
京
都
旧
官
家
士
族
総
代
た
ち
で
あ
ろ
う
が
、

平
安
義
会
の
設
立
に
草
創
期
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
彼
ら
は
、
誰
も
あ
ら
た
な
旧
官

家
士
族
総
代
議
員
や
平
安
義
会
幹
事
に
は
選
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
て
、
授
産
金
な
ど
が
平
安
義
会
に
引
き
継
が
れ
た
翌
年
の
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
三
）
に
は
、
前
稿
で
詳
述
し
た
通
り（
９
）、
東
京
在
住
の
伊
丹
重
賢
が
同
会

の
会
長
に
推
戴
さ
れ
、
宮
内
省
に
公
認
さ
れ
た
同
会
に
は
伊
丹
ら
が
管
理
し
て
い

た
恩
賜
金
な
ど
も
引
き
継
が
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
年
の
平
安
義
校
の
廃
止
に
伴
い
、

官
家
士
族
子
弟
へ
の
奨
学
事
業
を
お
も
な
活
動
内
容
と
し
た
平
安
義
会
の
基
礎
が

確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、『
平
安
義
会
資
料
』
所
収
「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
二
」
に
綴
ら
れ
た
「
授

産
金
ニ
関
ス
ル
書
類
」
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
草
創
期
の
平
安
義
会
に

つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
東
京
在
住
の
伊
丹
重
賢
ら
が
管
理
す
る
恩

賜
金
の
使
途
等
へ
の
不
満
を
背
景
と
し
て
、
京
都
在
住
で
京
都
旧
官
家
士
族
総
代

を
称
す
る
十
三
名
が
、
明
治
二
十
二
年
十
二
月
に
京
都
住
旧
幕
士
族
総
代
と
の
連

名
で
授
産
金
の
貸
与
を
請
願
し
、
明
治
二
十
三
年
二
月
に
授
産
金
が
貸
下
げ
ら
れ

る
と
、
彼
ら
は
修
好
会
を
組
織
し
た
も
の
の
、
同
年
五
月
に
は
旧
幕
士
族
分
の
授

産
金
を
分
与
し
、
京
都
旧
官
家
士
族
総
代
た
ち
を
中
心
と
す
る
平
安
義
会
発
起
人

が
、
授
産
金
の
一
部
を
創
立
費
と
し
て
、
明
治
二
十
四
年
五
月
に
平
安
義
会
を
設

立
し
、
同
年
末
の
旧
官
家
士
族
総
代
議
員
選
挙
会
に
よ
っ
て
、
総
代
議
員
や
平
安

義
会
幹
事
が
選
出
さ
れ
、
明
治
二
十
五
年
九
月
に
授
産
金
が
平
安
義
会
に
引
き
継

が
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
。
明
治
二
十
六
年
に
平
安
義
会
の
奨
学
事

業
が
展
開
さ
れ
る
背
景
に
は
、
京
都
在
住
の
官
家
士
族
た
ち
に
よ
る
こ
う
し
た
活

動
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

注（
１
）す
で
に
、「「
平
安
義
会
沿
革
概
略
」の
翻
刻
と
官
家
士
族
の
先
行
研
究
―『
平

安
義
会
資
料
』『
旧
桜
橘
財
団
関
係
資
料
』
の
紹
介
（
一
）
―
」（『
駒
沢
女
子

大
学
研
究
紀
要
』
二
四
、二
〇
一
七
年
）、「「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
四
」
の
翻
刻

と
平
安
義
校
―
『
平
安
義
会
資
料
』『
旧
桜
橘
財
団
関
係
資
料
』
の
紹
介
（
二
）

―
」（『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
二
五
、二
〇
一
八
年
）「「
由
緒
沿
革
誌 

其

ノ
一
」
の
翻
刻
と
平
安
義
会
の
沿
革
―
『
平
安
義
会
資
料
』『
旧
桜
橘
財
団
関
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係
資
料
』
の
紹
介
（
三
）
―
」（『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』

二
六
、二
〇
一
九
年
）
を
発
表
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）『
平
安
義
会
事
歴　

全
』（
平
安
義
会
、
一
九
〇
八
年
）。
詳
細
は
注
（
１
）
拙

稿
（
二
〇
一
七
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
３
）
拙
稿
以
外
の
平
安
義
会
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
小
林
丈
広
『
明
治
維

新
と
京
都
―
公
家
社
会
の
解
体
―
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年
）、
山
下
奈

津
美
「
平
安
義
会
の
あ
ゆ
み
―
二
條
家
と
同
志
社
を
つ
な
ぐ
も
の
―
」（『
同

志
社
大
学
歴
史
資
料
館
館
報
』
一
一
、二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

（
４
）
小
林
氏
は
、
注
（
３
）
同
著
書
に
お
い
て
、
平
安
義
校
の
維
持
・
管
理
を

委
嘱
さ
れ
て
い
た
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
ら
が
、
早
く
か
ら
そ
の
限
界
を
感

じ
て
い
た
の
に
対
し
、
平
安
義
校
創
立
委
員
の
多
村
知
興
ら
は
平
安
修
好
会

を
組
織
し
、
官
家
士
族
救
済
の
た
め
の
恩
賜
金
の
使
途
を
め
ぐ
る
建
議
を
繰

り
返
し
て
両
者
が
対
立
す
る
な
か
で
、
後
に
平
安
義
会
初
代
会
長
と
な
る
伊

丹
重
賢
ら
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
、
明
治
二
十
四
年
五
月
に
同
会
が
結
成
さ
れ

た
と
説
明
し
て
い
る
。

（
５
）
伊
藤
隆
・
尾
崎
春
盛
編
『
尾
崎
三
良
日
記　

中
巻
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
九
一
年
）。

（
６
）
伊
丹
重
賢
・
尾
崎
三
良
・
桜
井
能
監
は
、
い
ず
れ
も
明
治
維
新
の
後
、
新

政
府
に
出
仕
し
て
い
た
東
京
在
住
の
官
家
士
族
で
あ
る
。

（
７
）
詳
細
は
注
（
１
）
拙
稿
を
参
照
の
こ
と
。

（
８
）
注
（
１
）
拙
稿
（
二
〇
一
七
）
に
お
い
て
す
で
に
翻
刻
・
紹
介
し
て
い
る

の
で
参
照
の
こ
と
。

（
９
）
注
（
１
）
拙
稿
（
二
〇
一
九
）。


